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 本技術は、歩行の目安となるアニメーション映像をプロジェクター等で建物通路部の
床面や壁面に投影することで、歩行者流の速度や密度、進行方向などを制御するものであ
る。歩行動線を明示し歩行群集流を過度に高密度にすることを抑止することで、歩行者の
流れの円滑化や群集事故の防止、さらには COVID-19 などの感染症対策としてのフィジ
カルディスタンスの確保を目的としている。 
 本論文では、その基礎的な効果検証として実施した被験者 24 名を用いた実験室実験の
結果を報告する。目安の映像が提示されることで、歩行の速度や前方歩行者との離隔距離
が適切に取れるようになることの確認に加え、提示に向く映像の検討をしている。 
 

  


